




●
幼
少
の
添
田
寿
一
さ
ん

　
元
治
元
（
1
8
6
4
）
年
８
月
16
日
、

遠
賀
郡
島
門
村
老
良
（
現
　
遠
賀
町
老

良
）
に
、
添
田
新
三
郎
の
８
人
兄
弟
の

３
番
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少

か
ら
能
筆
で
顕
吾
で
あ
っ
た
た
め
、
神

童
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
２（
1
8
6
9
）年
、
父
母
に
連

れ
ら
れ
た
京
都
で
、
伏
見
の
宮
家
な
ど

か
ら
揮
毫
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
京
極

の
妙
心
寺
蛸
薬
師
堂
に
、「
薬
師
如
来
」

と
書
か
れ
た
扁
額
が
現
在
も
掲
げ
て
い

ま
す
。

●
諸
国
行
脚

　
明
治
７
（
1
8
7
4
）
年
、
父
新
三

郎
の
無
欲
で
慈
悲
心
に
富
む
性
格
の
た

め
、
家
産
が
傾
い
た
の
で
父
と
諸
国
行

脚
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大

阪
天
満
宮
（
大
阪
市
北
区
天
神
橋
）
で

は
揮
毫
を
求
め
ら
れ
、「
修
成
」（
雅
号
を

筑
紫
山
濤
）
と
大
書
し
た
扁
額
が
、
今

な
お
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
、
臨
席
し
て
い
た
渡
辺
昇

大
阪
知
事
か
ら
、「
君
は
優
れ
た
才
能
あ

る
人
物
で
あ
る
、
本
日
以
降
は
断
然
今

の
生
業
を
廃
し
て
、
正
式
の
教
育
を
受

け
、
将
来
国
家
有
爲
の
人
材
た
る
べ
く

心
掛
け
て
、
専
念
せ
よ
」
と
忠
告
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
心
か
ら
の
諭
し
に
深
く

感
銘
し
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
明
治
８（
1
8
7
5
）年
か

ら
は
、
添
田
さ
ん
は
日
本
橋
の
同
郷
の

老
良
出
身
で
あ
る
竹
内
与
左
衛
門
の
鰹

節
問
屋
に
居
候
と
な
り
、
店
を
手
伝
い

な
が
ら
鮫
島
武
之
助
に
英
語
を
学
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●
大
学
時
代

　
明
治
９（
1
8
7
6
）年
、
父
の
司
法

省
就
職
に
伴
い
、
一
ツ
橋
英
語
学
校
に

入
学
、
そ
の
後
、
大
学
予
備
校
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
明
治
13（
1
8
8
0
）

年
に
は
大
阪
専
門
学
校
に
転
校
。
明
治

15（
1
8
8
2
）年
藩
主
黒
田
家
の
貸
費

生
に
な
り
、
黒
田
長
成
の
学
問
所
に
住

み
込
み
、
東
京
大
学
政
治
経
済
課
に
入

学
し
ま
し
た
。

　
明
治
17（
1
8
8
4
）年
７
月
、
同
政

治
経
済
科
、
現
在
の
法
学
科
を
卒
業
し
、

大
蔵
省
主
税
局
に
入
省
し
ま
し
た
。
し

か
し
９
月
に
は
退
官
し
、
黒
田
長
成
の

随
行
と
し
て
英
国
に
渡
り
ま
し
た
。

　
渡
英
後
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
入

学
し
約
二
年
半
在
学
、
政
治
経
済
を
修

め
ま
し
た
。
明
治
20（
1
8
8
7
）年
ド

イ
ツ
や
欧
州
各
地
を
遊
学
し
、
８
月
に

帰
国
す
る
と
大
蔵
省
主
税
官
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
内
外
の
大
学
で
は
、
講
義
書
は
参
考

程
度
に
し
自
由
研
究
を
主
と
し
て
講
義

を
聴
く
よ
り
も
、
信
念
を
も
っ
て
自
己

の
政
治
経
済
研
修
に
専
念
し
ま
し
た
。

　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
（
イ
ギ
リ
ス
の
大
経

済
学
者
）
か
ら
学
ん
だ
添
田
さ
ん
は
、

彼
か
ら
日
本
の
海
外
通
信
員
に
任
命
さ

れ
、
以
後
30
年
余
に
わ
た
っ
て
、
王
立

経
済
学
会
誌
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
に
通
信
を
送
り
続
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
通
信
を
送
り
続
け
た
こ
と
で
、

日
本
の
政
治
経
済
社
会
の
広
範
囲
に
わ

た
る
情
報
交
換
が
世
界
に
向
け
て
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
の
発
展
に
多

大
の
貢
献
を
し
ま
し
た
。

●
貨
幣
法
発
布
へ

　
明
治
23（
1
8
9
0
）年
に
は
大
蔵
省

参
事
官
、
明
治
24（
1
8
9
1
）年
５
月



に
は
大
蔵
大
臣
秘
書
官
を
務
め
日
本
の

会
計
法
案
、
国
立
銀
行
法
、
勧
業
農
工
、

興
行
な
ど
銀
行
金
融
に
関
す
る
法
令
の

立
案
成
立
に
苦
心
し
ま
し
た
。

　
明
治
26（
1
8
9
3
）年
10
月
、
貨
幣

制
度
調
査
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
銀
が

通
貨
と
し
て
主
流
だ
っ
た
の
を
、
金
を

主
流
と
す
る「
金
本
位
制
」を
採
用
し
、

明
治
30（
1
8
9
7
）年
４
月
、
明
治
天

皇
の
判
断
で
、「
貨
幣
法
」
の
発
布
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
後
半
生

　
明
治
30（
1
8
9
7
）年
大
蔵
監
督
局

長
、
台
湾
銀
行
創
立
委
員
、
学
習
院
や

東
京
帝
国
大
学
な
ど
の
財
政
経
済
の
講

師
嘱
託
を
し
、
明
治
32（
1
8
9
9
）年

３
月
に
法
学
博
士
号
を
授
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
同
年
６
月
台
湾
銀
行
頭

取
、
明
治
35（
1
9
0
2
）年
３
月
興
業

銀
行
総
裁
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
大
正
４（
1
9
1
5
）年
９
月
に

は
、
大
倉
重
信
首
相
か
ら
鉄
道
院
総
裁

を
任
せ
ら
れ
、
御
大
典
輸
送
、
大
演
習

行
幸
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
大
正
天
皇

か
ら
勲
一
等
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
正
４（
1
9
1
5
）年
に

は
中
外
商
業
新
報
（
現
　
日
本
経
済
新

聞
）
社
長
に
就
任
、
大
正
６（
1
9
1
7
）

年
に
報
知
新
聞
社
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
大
正
８
年（
1
9
1
9
）年
に
報
知
新

聞
社
長
を
辞
任
し
た
後
は
、
パ
リ
会
議

の
視
察
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
回

っ
て
い
ま
す
。

　
大
正
10（
1
9
2
1
）年
ワ
シ
ン
ト
ン

軍
縮
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出

席
し
た
後
は
、
大
正
14（
1
9
2
5
）年

９
月
貴
族
院
議
員
に
勅
撰
さ
れ
、
12
月

に
は
台
湾
銀
行
監
査
役
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
昭
和
４（
1
9
2
9
）年
８
月

享
年
66
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
死
後
、

英
国
の
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
に
経
済
学
者
J
・
M
・
ケ
イ
ン
ズ

が
書
い
た
追
悼
文
が
載
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
日
本
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
同
誌

に
追
悼
文
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
添
田

さ
ん
唯
一
人
で
す
。

（訳）　　　　　　　　　　　　　追悼文
添田寿一博士

　この度、王立経済学会海外通信局の最も古い会員の一人である、添田寿一
博士の御逝去を、深甚なる哀悼の意をこめて皆様に御報告申し上げます。
　同会の発会直後、添田氏は日本通信員に指名され、最初の記事を1893年
の会報に掲載されました。
　それ以来今日まで、添田氏は日本に於ける財政や、経済学の進歩に関する
貴重な論文を、大変な規則正しさと誠意をもって送り続けてこられました。
　添田氏の論文記事にみられる謙虚さとその魅力は、長年にわたる、その親
しみやすく優美なる筆跡によるほかに、添田氏を知ることが不可能であっ
た同会報出版局の同僚たちに愛され続けています。

J.M.ケインズ



明
治
31
年
（
１
８
９
８
年
）

　
大
蔵
次
官
と
し
て
、
第
３
回
農
商
工
会
議

　
で
富
国
策
論
を
説
く

明
治
32
年
（
１
８
９
９
年
）

　
台
湾
銀
行
総
裁
に
な
る

明
治
34
年
（
１
９
０
１
年
）

　
台
湾
銀
行
総
裁
を
辞
任
、
法
学
博
士
号
を

　
授
け
ら
れ
る

明
治
35
年
（
１
９
０
２
年
）

　
日
本
興
業
銀
行
総
裁
に
な
る

大
正
２
年
（
１
９
１
３
年
）

　
日
本
興
業
銀
行
総
裁
を
辞
任
す
る

大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）

　
中
外
商
業
新
報
（
現
　
日
本
経
済
新
聞
）

　
の
社
長
に
な
る

　
９
月
　
鉄
道
院
総
裁
に
な
る

大
正
５
年
（
１
９
１
６
年
）

　
10
月
　
鉄
道
院
総
裁
を
辞
任
、
正
四
位
勲

　
一
等
に
叙
さ
れ
る

大
正
６
年
（
１
９
１
７
年
）

　
報
知
新
聞
の
社
長
に
な
る

大
正
８
年
（
１
９
１
９
年
）

　
報
知
新
聞
の
社
長
職
を
辞
任
す
る

大
正
10
年
（
１
９
２
１
年
）

　
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
と
し
て
出
席
す
る

大
正
14
年
（
１
９
２
５
年
）

　
９
月
　
貴
族
院
議
員
に
勅
撰
す
る

　
12
月
　
台
湾
銀
行
監
査
役
に
な
る

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）

　
８
月
　
病
没
66
歳

●
遠
賀
町
民
へ
の
貢
献

　
添
田
さ
ん
は
、
遠
賀
郡
出
身
の
学
生

に
便
宜
を
図
る
た
め
に
、
東
京
都
新
宿

区
小
滝
橋
（
現
　
西
早
稲
田
）
に
『
東

筑
学
生
宿
舎
』
を
建
設
し
、
就
職
活
動

な
ど
十
年
一
日
の
ご
と
く
人
材
育
成
に

尽
力
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
遠
賀
町
の
教
育
助
成
と
し
て

は
、
明
治
35
年
に
開
校
に
な
っ
た
『
老

良
尋
常
小
学
校
』
（
現
　
老
良
公
民
館
）

で
は
、
添
田
さ
ん
の
出
身
地
で
あ
る
老

良
の
学
生
に
は
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
な

ど
が
６
年
間
、
無
料
で
支
給
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
教
育
助
成
は
、
昭
和
４

年
に
亡
く
な
っ
た
後
も
、
小
学
校
が
昭

和
８
年
に
廃
校
に
な
る
ま
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
『
老
良
尋
常
小
学
校
』

が
、
火
災
に
あ
い
、
校
舎
が
使
え
な
く

な
っ
た
時
に
も
、
教
育
助
成
資
金
と
は

別
に
資
金
援
助
を
し
て
、
開
校
さ
せ
た

そ
う
で
す
。

　
こ
の
内
容
は
、
老
良
公
民
館
に
あ
る

記
念
碑
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
黒

田
長
敬
が
書
い
た
碑
文
に
も
『
老
良
小

学
校
の
今
日
在
る
は
、
全
く
君
の
賜
物

で
あ
る
』
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
遠
賀
町
に
は
、
添
田
さ
ん
の
遺
品
と

し
て
、
大
正
時
代
に
各
地
で
行
っ
た
講

演
の
録
音
盤
や
、
儀
礼
服
が
遠
賀
中
央

公
民
館
に
保
存
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
内
容
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
後
日
遠
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
、
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
注
）

①
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

　
技
術
官
僚
。
技
術
者
・
科
学
者
出
身
、
ま

　
た
は
高
度
の
専
門
的
知
識
を
も
っ
た
行
政

　
官
や
高
級
官
僚
。

②
揮
毫
（
き
ご
う
）

　
書
画
を
描
く
こ
と

③
扁
額
（
へ
ん
が
く
）

　
建
物
や
門
な
ど
の
名
ま
え
を
書
い
て
掛
け

　
て
あ
る
額

④
雅
号
（
が
ご
う
）

　
書
な
ど
で
用
い
る
ペ
ン
ネ
ー
ム

⑤
御
大
典
（
ご
た
い
て
ん
）

　
先
帝
の
大
喪
が
明
け
た
年
の
秋
に
執
り
行

　
わ
れ
る
一
連
の
儀
式

⑥
パ
リ
会
議

　
第
一
次
大
戦
終
結
の
た
め
の
講
和
会
議















　　　賀川保育園で９月21日、

遠賀高等学校の２年生が訪れ、

保育実習が行われました。この

日は、生徒と園児が一緒になっ

てパン作りを行っていました。

　同じ大きさに切り分けられた

パンの生地を、生徒と園児が一

緒になっていろいろな形に整え

ます。『アンパンマン』や花など、みんな手や顔を真っ白にしなが

ら、思い思いの形に作り上げていました。園児たちは、自分たちが

作ったパンを高校生のお兄ちゃん、お姉ちゃんに自慢げに見せて

いました。

　自分たちが楽しみながら作ったパンは、いつも食べているパンとは一味違ったおいしさに仕上がったことでしょう。

　　　別府にある高家天満宮で、秋祭りの御神幸行列が行われました。この御神

幸行列は毎年９月24日に行われ、御神幸の前後を区内４組の12張と呼ばれる12

個の提灯を付けた竹柱を始め、笛太鼓など28種の威儀物が連なり、神輿をかつい

で神社からお仮屋（お旅所）までを往復します。

　祭りでは、神社に祭られている菅原道真公が、都を追われ筑紫に下るときに、こ

の地に立ち寄って休んだ「腰掛石」をお仮屋として、神輿をその上に安置します。

また、道真公のための飲み水をくみ上げた井戸も「茶の水」として現存し、祭りの

時には、その水を神前に供えます。

　祭りに来ていたお客さんは、「この祭り

の時には、不思議と雨が降らないんですよ。」

と、うれしそうに言ってくれました。

　約１時間の御神幸行列ですが、児童の吹

く笛の音と提灯の明かりなどが、辺りを幻

想的な雰囲気に包み込んでいました。

　　　真のスイカ、皆さんはどこにできたと思いますか？答えは、遠賀

コミュニティセンターの和室前です。しかも９月下旬に発見されました。

　職員も、「なぜ、こんなところに？」と不思議がっていましたが、調べ

てみると面白いことがわかりました。

　このスイカの主は、子育てサークル「のんびりくらぶ」の幼児たちが

食べたスイカだったようです。「のんびりくらぶ」は、毎週金曜日に遠

賀コミュニティセンターで、子育

てをしているお母さんたちが集

まって活動しているサークルです。

夏の活動の中で食べたスイカの種が地面に落ちて、ここまで成長したようです。

　肥料などの世話をしないで、20㎝くらいまで成長したこのスイカ。おそらく「のんび

りくらぶ」の幼児たちに、負けないように成長したんでしょう。みんなも、このスイカに

負けないように元気に大きくなりましょうね！



　　　賀コミュニティセンターの敷地内で、ミドリガメの赤ちゃん

が生まれました。

　７月１日に、遠賀町体育センターの職員が巡回していると、敷地

内の池のミドリガメが産卵しているのを発見したそうです。ミド

リガメが敷地内で産卵しているのを発見したのは、今回が初めてで

す。このとき、親ガメは13個の卵を産み、池に帰っていたそうです。

　ずっと見守っていましたが、なかなか卵が孵化しません。そこで、

動物園に問い合わせると『孵化の時期は、産卵から約２か月』という

情報を教えてもらいました。職員が、産卵から2か月経った９月初

旬に、そっと掘り返して見ると、地面が赤土だったためでしょうか、

３つの卵が死んでいました。そこで、赤土の替わりに砂を入れて見

守っていたところ、９月28日に３匹の元気な子ガメが産まれたそうです。

　現在、この子ガメは遠賀町体育センターで元気に育っています。早く大きくなって、池に返すのが楽しみですね。

　　　月29日、遠賀町中央公民館で「男性料理教室」が行わ

れました。この日は、『牛肉のマヨネーズ焼き』、『けんちん汁』、『ほ

うれん草としめじのおひたし』、『黄桃ゼリー』の４品を、食進

会の皆さんの指導を受けながら作っていました。

　参加していた皆さんの姿は、最初に先生の説明を聞きながら

レシピを見ている時は、少し緊張しているように見えました。

しかし、班ごとに分かれ実際に料理を始めると、野菜の切り方

や手順を話し合いながら、時には笑い声もおこり楽しそうに作

っていました。中には、普段から料理をしているのでしょう、

先生も顔負けの見事な包丁さばきをみせてくれた人もいました。

　出来上がった料理は色どりや盛りつけ方もすばらしく本当に

おいしそうでした。参加した人の中には、「早速、家でも料理をしよう！」と話していた人もいましたよ。笑顔の絶えない

『男性料理教室』に皆さんも参加してみませんか？

　　　月３日に、遠賀コミュニティセンターで「わんぱく教室」

の大運動会が行われました。

　赤組と白組に分かれた幼児たちは、「ダンボールくぐり」や「玉

入れ」、「親子リレー」で元気いっぱい体を動かしていました。

　赤と白のはち巻きを頭に締めて、一生懸命競技する幼児たち

の姿を見て、会場に来ていたお母さんたちは、暖かい拍手と声

援を送っていました。

　運動会の後は、保

育士による手遊びや、

絵本の読み聞かせが

行われ、会場には最後まで楽しそうな笑い声が響いていました。

　この日は、熊丸先生が来れなかったというハプニングもありましたが、スポー

ツの秋にふさわしいにぎやかで楽しい運動会でした。幼児たちの心に、楽しい思

い出としていつまでも残っているといいですね。



　　　月３日と４日、尼崎スポーツの

森（兵庫県）で行われた『第61回国民体育大会水

泳競泳競技』の女子100m平泳ぎで鈴木聡美さん（田

園北　九産大付属九州高校１年）が第２位に輝き

ました。

　鈴木さんは、女子400ｍメドレーリレーにも平

泳ぎで出場し、第５位に輝いています。

　お姉さんの影響で、幼稚園の時から水泳を始め

た鈴木さん。現在は、学校の朝練で週に２、３回、

そして夕方からは、遠賀町にあるスイミングクラ

ブで毎日練習をしています。

　今回の感想を「今年は11秒台を出すことを目標

にしていたのですが、国体最後のシーズンの試合

で出せたことがうれしかったです。」と、いきい

きとした表情で語ってくれました。

　また、「水泳をしていて、自分で調整がうまく

いっているのを感じるときが一番楽しいです。こ

れからは、来年のシーズンに向けて、冬に体力を

つけて10秒台を目指したいです。」と、これからの意気込

みを熱く語ってくれました。

　最後に「これから水泳を始める人や、水泳をしている皆

さん、目標を作ってがんばって欲しい！」と、後輩たちに

エールを送っていました。

　鈴木さん、これからも目標に向けてがんばってくださいね。

鈴木聡美さんの記録

▽女子100m平泳ぎ　　１分11秒70（第２位）

▽女子400mメドレー　４分17秒65（第５位）



　　　月15日にふれあいの里センターで第15回聖人式が行われ

ました。聖人式は、65歳をひとつの節目として、第２の人生を

健康で明るく、「聖人君子」のように、「自立・明老・共生」を

今後の人生の課題にして、頑張ってもらうことを目的にして行

われています。今年は322人の皆さんが、新聖人として第２の人

生をスタートしています。

　当日は、納富昭人さん（遠賀中間医師会病院　副院長）に「認

知症ってどんな病気？」と題して講演を行ってもらいました。

新聖人の皆さんは、資料やスライ

ドで説明される内容に、耳を傾け

ていました。

　また、午後からは懇親会が行わ

れ、久しぶりに再会した友人たちとの食事やカラオケなど、楽しいひとときを過ごしていました。

　今年、新聖人になった皆さん、これからも元気で第２の人生を楽しんでくださいね。



天
野
　
玲
子
選
　

蜘
蛛
の
巣
に
蝗
虫
を
投
ぐ
れ
ば
そ
の
虫
は

じ
っ
と
動
か
ず
蜘
蛛
も
気
付
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本
　
雅
光

眠
ら
れ
ぬ
夜
は
い
か
に
し
て
過
ご
さ
ん
か

悪
し
き
方
へ
と
物
を
思
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佳
子

炎
天
下
に
下
水
工
事
を
す
る
人
の

ア
イ
ス
買
い
来
て
熱
き
銭
受
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
場
ト
シ
ミ
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利
選
　

血
縁
の
薄
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な
り
け
り
曼
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踊
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突
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出
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埋
立
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服
部
美
保
子

岸
原
　
清
行
選
　

舞
ふ
巫
女
の
鈴
と
思
へ
る
虫
時
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石
橋
　
京
子

日
本
画
の
美
し
き
半
券
秋
澄
め
り

上
谷
恵
美
子

秋
茜
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
一
輪
車

生
野
八
代
子



　
私
の
母
は
79
歳
に
な
り
ま
す
が
、
毎

朝
私
が
役
場
に
出
勤
す
る
と
き
に
「
お

茶
は
持
っ
た
か
？
」、「
忘
れ
物
は
無
い

か
？
」、「
顔
色
が
悪
い
！
」
な
ど
、
気

を
配
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

朝
、
仏
壇
や
お
墓
、
そ
し
て
お
地
蔵
様

に「
毎
日
、無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に･･･

」

と
お
参
り
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
体
調
の
悪
い
時
は
、も
っ
と
大
変
で
、

公
務
の
関
係
上
休
め
な
い
の
で
無
理
を

し
て
い
る
と「
病
院
に
は
行
っ
た
の
か
？
」、

「
薬
は
飲
ん
だ
の
か
？
」
と
ず
っ
と
心

配
し
て
く
れ
ま
す
。「
飲
ん
だ
。」、「
行

っ
た
。」
と
言
え
ば
終
わ
り
ま
す
が
、

言
っ
て
い
な
け
れ
ば
顔
を
見
る
た
び
に

心
配
し
て
く
れ
ま
す
。

　
母
に
は
、
心
の
中
で
は
感
謝
し
て
い

る
の
で
す
が
、
私
と
き
た
ら
「
も
う
、

わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
！
」
と
顔
を
し

か
め
て
い
ま
す
。
素
直
に
「
あ
り
が
と

う
。」
と
言
え
ば
良
い
の
に
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
一
言
が
な
か
な
か
言
え
ま

せ
ん
。

　
母
の
言
葉
は
、
わ
ず
ら
わ
し
さ
も
あ

り
ま
す
が
、
心
地
よ
い
響
き
で
耳
に
残

り
ま
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
親
と
い

う
も
の
は
、
子
ど
も
の
こ
と
を
心
配
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
は
、

い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
が
、
な
か
な
か
態

度
で
出
せ
ま
せ
ん
。

　
元
気
な
時
に「
あ
り
が
と
う
。」と
言

え
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

木
村
　
隆
治



　
９
月
23
日
と
24
日
に
、
久
留
米
市
・

筑
後
地
区
で
福
岡
県
民
体
育
大
会
秋
季

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
遠
賀
町
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
陸
上

　（
青
年
女
子
）

　
▽
第
３
位
　
8
0
0
ｍ
走

　
　
田
中
裕
子
　
２
分
52
秒
44

　（
壮
年
女
子
）

　
▽
優
　
勝
　
1
0
0
ｍ
走

　
　
安
高
佳
代
子
　
15
秒
86

　
▽
優
　
勝
　
走
幅
跳
び

　
　
安
高
佳
代
子
　
３
ｍ
56

■
卓
球
（
壮
年
）

　
▽
第
３
位
　
遠
賀
町

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
青
年
）

　
▽
優
　
勝
　
遠
賀
町

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般
女
子
）

　
▽
優
　
勝
　
遠
賀
町

　
10
月
15
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
テ

ニ
ス
場
で
26
チ
ー
ム
30
人
が
参
加
し
て
、

遠
賀
町
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
優
勝
者
の
み

■
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
▽
伊
原
義
信
・
中
嶋
保
男

■
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
▽
桐
田
八
千
柔
・
飯
干
由
紀

■
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　
▽
竹
森
広
和
・
飯
干
由
紀

■
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
▽
菅
野
利
彦

　
10
月
15
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
相

撲
場
で
5
チ
ー
ム
35
人
が
参
加
し
て
、

遠
賀
町
少
年
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
団
体
の
部

　
▽
優
　
勝
　
木
守
Ｂ

　
▽
準
優
勝
　
広
渡

　
▽
第
３
位
　
木
守
Ａ

■
個
人
の
部
（
※
優
勝
の
み
）

　
▽
１
年
生
　
檜
下
和
希

　
▽
２
年
生
　
田
積
航
希

　
▽
３
年
生
　
高
山
海
槻

　
▽
４
年
生
　
戸
内
雄
太

　
▽
５
年
生
　
宮
本
拓
実

　
▽
６
年
生
　
大
村
悠
太



　来年度からの学科・コース改編に関する中学生進路相

談会も、同時に行います。

●と　き　11月18日（土）午前10時～

●ところ　遠賀高等学校

●内　容

　▽農産物・加工品販売、生徒作品展示

　▽中学生進路相談会　など

●学科・コース改編内容

※通学区域は県内全域になります。

●問い合わせ

　遠賀高等学校　☎（２９３）１２２５

　http://onga.fku.ed.jp/





　高齢者の雇用をどのように考え、どのようにいかしたら

いか、わかりやすく説明し、疑問に答えます。

●と　き　11月15日（水）　午後２時～４時30分

●ところ　小倉リーセントホテル（小倉北区大門）

●対　象

　事業主、企業の人事労務担当者、テーマに関心のある人

●費　用　無料

●申し込み・問い合わせ

　福岡県北九州労働福祉事務所

　☎０９３（５９２）３５０７

　高年齢者の雇用の安定などに関する法律の一部が、

平成18年４月１日に改正されています。

　今回の改正について、説明会を開催します。

●と　き　11月27日（月）　午後２時～

●ところ　岡垣町商工会館（岡垣町海老津駅前）

●内　容　各種助成金制度、高年齢者の継続雇用制度

●講　師　井口昭彦さん（社会保険労務士）

●対　象　どなたでも可

●申し込み・問い合わせ

　遠賀町商工会　☎（２９３）０１６５

●
と
き

　
12
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
町
役
場
横
　
車
庫
棟
２
階
　
会

議
室
●
採
用
人
数
　
２
人

●
給
与
　
月
額
20
万
円

●
試
験
内
容
　
面
接
試
験

●
対
象

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

　
▽
昭
和
21
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
　
れ
た
人

　
▽
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

　
　
資
格
試
験
に
合
格
し
た
人

　
▽
自
家
用
車
（
二
輪
車
を
除
く
）
で

　
　
の
、
訪
問
活
動
が
可
能
な
人

●
採
用
期
間

　
平
成
19
年
１
月
１
日
〜
３
月
31
日

※
採
用
を
更
新
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
勤
務
内
容

　
介
護
予
防
お
よ
び
新
予
防
給
付
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
な
ど

●
勤
務
場
所

　
遠
賀
支
部
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
遠
賀
町
役
場
横
　
車
庫
棟
２
階
）

●
勤
務
時
間

　
週
29
時
間
以
内
の
勤
務
で
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
で
勤

務
時
間
を
割
り
振
り
し
ま
す

※
状
況
に
よ
っ
て
、
時
間
外
勤
務
（
土
・

　
日
曜
日
を
含
む
）
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
用
紙
（
試
験
案
内
）
の
請

　
求

　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
遠
賀
支

部
、
ま
た
は
遠
賀
郡
内
各
町
役
場
介
護

保
険
担
当
窓
口
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

※
11
月
17
日（
金
）か
ら
配
布
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法

　
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
資
格
者
証
な
ど
の
写
し
を
添
付
し

て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　
11
月
17
日（
金
）〜
11
月
28
日（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
▽
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
遠
賀

　
　
支
部

　
　
☎
（
２
９
１
）
５
２
６
６

　
ま
た
は

　
▽
高
齢
・
障
害
者
係



●
と
き
　
11
月
21
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象
　
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未
満
児

●
内
容

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身
体
計
測
、

　
保
健
師
に
よ
る
育
児
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料
　

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

●
と
き
　
11
月
30
日
（
木
）

﹇
受
付
﹈

▽
前
半
　
午
後
１
時
〜
１
時
10
分

▽
後
半
　
午
後
１
時
30
分
〜
１
時
40
分

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　
平
成
15
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
15
年

　
10
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

●
内
容

　
医
師
・
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
と
歯

　
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導
、

　
栄
養
士
・
保
健
師
の
健
康
相
談
お
よ

　
び
栄
養
相
談
、
歯
科
集
団
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
健
診
日
の
尿
を
10

　
㎖
程
度
、
家
庭
で
使
っ
て
い
る
仕
上

　
げ
み
が
き
用
歯
ブ
ラ
シ
、
健
康
診
査

　
票
●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
メ
ー
ル
の
送
受
信
を
も
っ
と
楽
し
く

し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

　
11
月
24
日
（
金
）
、
29
日
（
水
）、

　
12
月
１
日
（
金
）
、
６
日
（
水
）
、

　
８
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
定
員
　
15
人

●
費
用
　
無
料

※
フ
ロ
ッ
ピ
ー
な
ど
は
実
費
に
な
り
ま

　
す
●
持
っ
て
く
る
も
の

　
筆
記
用
具

●
申
し
込
み

　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
室

　
☎
（
２
９
３
）
１
３
５
５

◇
自
衛
隊
生
徒

　
防
衛
庁
で
は
、
来
年
４
月
上
旬
入
校

の
自
衛
隊
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
（
見
込
み
含
む
）

　
17
歳
未
満
の
男
子

●
締
め
切
り

　
平
成
19
年
１
月
９
日
（
火
）

◇
２
等
陸
海
空
士

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
対
象

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

◇
説
明
会

●
と
き
・
と
こ
ろ

　
▽
遠
賀
中
央
公
民
館

　
　
11
月
25
日
（
土
）

　
　
正
午
〜
午
後
４
時

　
▽
中
間
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
中
間

　
　
市
蓮
花
寺
）

　
　
12
月
１
日
（
金
）

　
　
午
後
６
時
〜
８
時

※
随
時
担
当
者
が
説
明
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
地
方
協
力
本
部
　
芦
屋
地
域
事

　
務
所

　
☎
０
９
３
（
２
２
３
）
０
９
８
１

　
解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
セ
ク
ハ
ラ
、



労
災
な
ど
労
働
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
と
き

　
11
月
22
日
（
水
）

　
午
後
２
時
〜
７
時

●
と
こ
ろ

　
北
九
州
市
立
「
子
ど
も
の
館
」（
八
幡

　
西
区
黒
崎
）

●
内
容

　
福
岡
県
労
働
福
祉
事
務
所
職
員
な
ど

　
に
よ
る
助
言

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他

　
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

●
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所

　
☎
０
９
３
（
５
９
２
）
３
５
１
６

　
裁
判
所
の
民
事
調
停
委
員
や
家
事
調

停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と
き

　
11
月
29
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ

　
小
倉
井
筒
屋
新
館
９
階
パ
ス
テ
ル
ホ

　
ー
ル
（
小
倉
北
区
船
場
）

●
内
容

　
▽
民
事
関
係

　
　
土
地
家
屋
の
明
け
渡
し
、
金
銭
貸

　
　
借
、
交
通
事
故
な
ど

　
▽
家
事
関
係

　
　
離
婚
、
相
続
、
家
庭
問
題
の
調
整

　
　
な
ど

●
そ
の
他

　
受
付
順
で
相
談
に
応
じ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　
小
倉
調
停
協
会
（
福
岡
地
方
裁
判
所

　
小
倉
支
部
内
）

　
☎
０
９
３
（
５
６
１
）
３
４
３
１

　●
と
き

　
11
月
26
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
35
分

●
と
こ
ろ

　
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校
（
戸
畑
区
東

　
大
谷
）

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
そ
の
他

　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
戸
畑
高
等
技
術
専
門
校
　

　
☎
０
９
３
（
８
８
２
）
４
３
０
６

　http://w
w

w
.5.ocn.ne.jp/ ~tobata/

　
放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送
（
Ｃ
Ｓ
）

で
授
業
を
行
う
国
が
つ
く
っ
た
大
学
で

す
。
●
種
類

▽
教
養
学
部

　
学
士
（
教
養
）
の
学
位
が
取
得
で
き

　
ま
す
（
全
科
履
修
生
）

　
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
無
試

　
験
で
入
学
で
き
、
人
文
・
社
会
・
自

　
然
・
産
業
な
ど
の
幅
広
い
分
野
の
科

　
目（
約
350
科
目
）
か
ら
学
べ
ま
す

▽
大
学
院
（
修
士
科
目
生
・
修
士
選
科

　
生
）

　
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学

　
で
き
ま
す

●
募
集
期
間

　
教
養
学
部
・
大
学
院
（
修
士
科
目
生
・

　
修
士
選
科
生
）

　
平
成
18
年
12
月
15
日
（
金
）
〜
平
成

　
19
年
２
月
15
日
（
木
）

※
体
験
入
学
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

　
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
（
８
６
４
）
６
０
０

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.u

- air.ac.jp

●募集住宅

　県内に所在する県営住宅（募集対象団地、募集戸

　数など詳細については募集案内書をご覧ください

●募集案内書配布期間および申し込み受付期間

　12月１日（金）～11日（月）

※申し込み手数料は不要です。

●問い合わせ

　県住宅供給公社県営住宅管理部

　☎０９２（７１３）１６８３

●募集案内書配布場所

　県住宅供給公社、公社管理事務所（北九州・筑後・

　筑豊）、公社管理事務所出張所（行橋・大牟田・

　直方・田川）、県住宅管理課、県内の各市（区）

　役所および町村役場、各地区県民情報コーナー（北

　九州・筑後・筑豊・京築）ほか



　
最
近
、
変
な
ジ
ン
ク
ス
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
『
私
が
車
を
洗
車
す

る
と
雨
が
降
る
』
で
す
。

　
取
材
が
な
い
休
日
に
、
ふ
と
「
洗

車
で
も
す
る
か
！
」
と
思
い
立
ち
、

洗
車
を
す
る
程
度
な
ん
で
す
が
、
な

ぜ
か
そ
の
日
か
、
次
の
日
く
ら
い
に

雨
が
降
り
ま
す
。

　
大
雨
に
な
れ
ば
、
ま
だ
諦
め
も
つ

く
の
で
す
が
、
多
く
は
パ
ラ
ッ
と
降

る
程
度
で
、
洗
車
し
た
車
に
斑
点
を

残
し
て
く
れ
ま
す
。
ひ
ど
い
と
き
に

は
、
洗
車
が
終
わ
っ
て
数
分
で
雨
が

降
り
、
程
よ
く
汚
し
て
く
れ
ま
す
。

　
反
対
に
、
雨
が
降
っ
て
欲
し
い
と

き
に
洗
車
を
す
る
と
雨
が
降
る
か
と

い
う
と
、
今
度
は
一
向
に
降
り
ま
せ

ん
。

　
ど
う
も
私
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
　

（
も
り
）

　パソコン教室を開催します。興味のある人は、是非この機

会にご参加ください。

●と　き　12月６日（水）～20日（水）毎週水・金曜日

　　　　　午後１時30分～午後３時30分（５回コース）

●ところ　ふれあいの里センター　

●対　象

　町内在住・在勤の60歳以上の人で、パソコンの経験が全く

　ない人や、ほとんど触ったことがない人

●定　員　20人

※希望者多数の場合は抽選になります。

●内　容　キーボード・マウスの使い方、ワード、インターネット

●費　用　１，０００円（テキスト・ＦＤ代含む）

●締め切り　11月24日（金）（必着）

●申し込み方法

　往復はがきで申し込みください

※往信用はがきの裏には住所・氏名（フリガナも記入）・年齢・

　郵便番号・電話番号およびパソコン教室受講希望と朱書し

　てください。返信用はがきには、必ず表に住所・氏名・郵

　便番号を記入してください。

●申し込み

　〒８１１－４３９２

　遠賀町大字今古賀５１３番地

　遠賀町中央公民館事務室

　☎（２９３）１３５５

　福岡県の各種情報が見やすく、文字

も書きやすい便利な１冊です。

●内容

　▽日記編（年間カレンダー、週間スケジュールなど）

　▽資料編（観光・文化施設、各市町村情報など）

●価格

　▽ポケット判　　　（Ｈ135×Ｗ73㎜）　450円

　▽標準判　　　　　（Ｈ162×Ｗ84㎜）　550円

　▽ハンドブック判　（Ｈ210×Ｗ150㎜） 950円

●販売開始　11月27日（月）

●販売・問い合わせ　まちづくり課


